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質頭部に負電荷をもつ DSPGや DSPAを加えた混合脂質膜に HDを加えるとゲル化が起こるこ
とがわかった。また、ゲル化に最適なモル比の評価も行った。次に、フリーズフラクチャ
ー電子顕微鏡観察によりゲル化にともなう脂質膜の構造変化を観測し、ゲル化が起こらな
い試料では、脂質膜はベシクル構造をしているのに対して、ゲル化の起こった試料ではシ
ート状構造していることを見出した。PC70/HD 系でも同様な構造変化が観察されており、ゲ
ル化にとって十分条件であることがわかった。また、酸性リン脂質であれば、極性頭部の
種類には依存しないことが示唆された。これらの結果は、表面電荷による反発力がシート
状の脂質膜間距離を均一に保持しようとして弾性的性質が現れるという PC70/HD系で提案
されたゲル化機構を支持している。 
 
